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年 8 ～ 9 月におよそ120時間の相談援助実習を行


















































































































































No ア イ ウ エ オ カ キ ク 非該当 不明
グループＡ
9 （n=30） 0.0 0.0 63.3 0.0 20.0 0.0 0.0 10.0 6.7 0.0
18 （n=26） 0.0 3.8 61.5 0.0 23.1 0.0 0.0 0.0 7.7 3.8
16 （n=31） 0.0 0.0 58.1 0.0 16.1 0.0 6.5 19.4 0.0 0.0
4 （n=34） 0.0 14.7 64.7 0.0 17.6 0.0 0.0 0.0 2.9 0.0
19 （n=43） 0.0 11.6 62.8 0.0 16.3 0.0 0.0 2.3 7.0 0.0
14 （n=34） 0.0 11.8 79.4 0.0 2.9 0.0 2.9 0.0 2.9 0.0
10 （n=59） 0.0 22.0 71.2 0.0 3.4 0.0 0.0 0.0 3.4 0.0
15 （n=54） 0.0 5.6 63.0 0.0 27.8 0.0 1.9 0.0 1.9 0.0
グループＢ
3 （n=32） 0.0 3.1 15.6 0.0 6.3 0.0 0.0 59.4 12.5 3.1
6 （n=36） 0.0 2.8 27.8 2.8 16.7 0.0 0.0 38.9 11.1 0.0
1 （n=35） 0.0 2.9 25.7 8.6 0.0 0.0 0.0 28.6 34.3 0.0
2 （n=30） 0.0 23.3 26.7 3.3 16.7 0.0 0.0 6.7 23.3 0.0
8 （n=29） 0.0 17.2 41.4 10.3 6.9 0.0 0.0 3.4 20.7 0.0
17 （n=27） 0.0 22.2 44.4 0.0 18.5 0.0 11.1 0.0 3.7 0.0
13 （n=44） 0.0 13.6 27.3 4.5 20.5 0.0 0.0 13.6 20.5 0.0
5 （n=29） 0.0 20.7 27.6 0.0 3.4 0.0 6.9 31.0 10.3 0.0
11 （n=47） 0.0 10.6 25.5 2.1 8.5 0.0 23.4 12.8 8.5 8.5
グループＣ7 （n=80） 0.0 10.0 68.8 0.0 11.3 0.0 5.0 0.0 5.0 0.0
20 （n=88） 0.0 13.6 69.3 1.1 9.1 0.0 0.0 1.1 5.7 0.0
21 （n=68） 0.0 4.4 86.8 0.0 2.9 0.0 0.0 0.0 5.9 0.0






特別養護老人ホーム（ 4 ）、障害者支援施設（ 2 ）、就労移行支援事業所




社会福祉協議会（ 5 ）、地域包括支援センタ （ー 1 ）、児童養護施設（ 1 ）、
障害者支援施設（ 1 ）、児童相談所（ 1 ）
グループC「援助関係形成中心型実習」
（n= 4 ）
特別養護老人ホーム（ 1 ）、通所介護事業所（ 1 ）、就労移行支援事業所













前 2.25 2.22 2.00
後 3.09 2.42 2.13 **
2 　円滑な人間関係の形成方法を学ぶ
前 2.38 2.33 2.25
後 3.00 2.44 2.50
「イ」
3 　利用者理解の方法を学ぶ
前 2.25 2.44 1.75
後 3.13 2.61 2.50
4 　利用者の動向を統計的に学ぶ
前 1.63 1.56 1.13
後 2.63 1.56 2.25
5 　 対象（利用者、グループ、地域住民等）へのアセスメントとニーズ把握の
方法を学ぶ
前 1.92 2.07 1.75
後 3.04 1.78 2.75 *
6 　 個別支援計画等、様々な計画の策定方法を学ぶ（プランニングまでを主と
して）
前 1.75 1.67 1.17
後 2.38 1.19 1.67
「ウ」
7 　利用者との援助関係の形成の意味と方法を学ぶ
前 1.75 2.03 1.94
後 2.78 2.00 2.31
8 　利用者と家族の関係を学ぶ
前 1.94 2.06 1.75
後 2.31 1.33 2.38
「エ」
9 　 利用者や関係者（家族等）への権利擁護及びエンパワメント実践を学ぶ
前 1.21 1.48 1.08
後 1.67 1.52 1.00
10　モニタリングと評価方法を学ぶ
前 1.38 1.56 1.13




前 2.06 2.11 2.38
後 2.50 2.06 2.75
12　実習機関・施設の会議の運営方法を学ぶ
前 1.75 1.67 1.38
後 1.88 2.17 1.13
13　関連機関・施設の業務や連携状況を学ぶ
前 1.75 1.61 1.63
後 2.50 2.17 1.88
「カ」
14　社会福祉士の倫理を学ぶ
前 2.00 1.81 1.67
後 2.33 1.93 1.50
15　就業規則について学ぶ
前 2.00 1.44 1.25
後 2.00 1.78 1.25
「キ」
16　実習機関・施設の組織構造及び意思決定過程を学ぶ
前 1.25 1.22 0.75
後 1.50 1.56 1.50
17　実習機関・施設の法的根拠、財政、運営方法等を学ぶ
前 1.38 1.22 1.00
後 1.25 1.78 0.50 **
18　業務に必要な文書様式の記入内容・方法等を学ぶ
前 1.96 1.93 1.92
後 2.08 1.93 1.92
「ク」
19　実習機関・施設のある地域の歴史や人口構造等を学ぶ
前 2.13 1.94 2.00
後 2.19 2.44 2.00
20　実習機関・施設のある地域の社会資源を学ぶ
前 1.81 1.72 1.63
後 1.88 2.06 1.38
21　 地域社会における実習機関・施設の役割と働きかけの方法等を学ぶ
前 1.75 1.54 1.08
後 1.88 1.76 0.67 *








































実習内容 中項目 グループA グループB グループC
「ア」
1 　 対象（利用者、職員、グループ、地域住民等）との基本的なコミュ
ニケーションを学ぶ 0.84 0.19 0.13 **
2 　円滑な人間関係の形成方法を学ぶ 0.63 0.11 0.25
「イ」
3 　利用者理解の方法を学ぶ 0.88 0.17 0.75
4 　利用者の動向を統計的に学ぶ 1.00 0.00 1.13
5 　 対象（利用者、グループ、地域住民等）へのアセスメントとニーズ
把握の方法を学ぶ 1.13 -0.30 1.00 ****
6 　 個別支援計画等、様々な計画の策定方法を学ぶ（プランニングまで
を主として） 0.63 -0.48 0.50
「ウ」
7 　利用者との援助関係の形成の意味と方法を学ぶ 1.03 -0.03 0.38 *
8 　利用者と家族の関係を学ぶ 0.38 -0.72 0.63 **
「エ」
9 　 利用者や関係者（家族等）への権利擁護及びエンパワメント実践を
学ぶ 0.46 0.04 -0.08
10　モニタリングと評価方法を学ぶ 0.63 -0.72 -0.75 ****
「オ」
11　 実習機関・施設の他職種、他職員の役割と業務及びチームアプロー
チのあり方を学ぶ 0.44 -0.06 0.38
12　実習機関・施設の会議の運営方法を学ぶ 0.13 0.50 -0.25
13　関連機関・施設の業務や連携状況を学ぶ 0.75 0.56 0.25
「カ」
14　社会福祉士の倫理を学ぶ 0.33 0.11 -0.17
15　就業規則について学ぶ 0.00 0.33 0.00
「キ」
16　実習機関・施設の組織構造及び意思決定過程を学ぶ 0.25 0.33 0.75
17　実習機関・施設の法的根拠、財政、運営方法等を学ぶ -0.13 0.56 -0.50
18　業務に必要な文書様式の記入内容・方法等を学ぶ 0.13 0.00 0.00
「ク」
19　実習機関・施設のある地域の歴史や人口構造等を学ぶ 0.06 0.50 0.00
20　実習機関・施設のある地域の社会資源を学ぶ 0.06 0.33 -0.25
21　地域社会における実習機関・施設の役割と働きかけの方法等を学ぶ 0.13 0.22 -0.42

























































「ウ」の内容が約 6 ～ 7 割を占めており、グルー
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